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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
消費電力又は電気料金を計測する計測手段を有する空気調和機本体と、空気調和機の運転
を停止させる停止ボタンを有するリモコンと、表示器とを備え、
　前記リモコンの停止ボタンによって前記空気調和機の運転が停止された場合、前記空気
調和機本体の前記計測手段で計測されたその運転開始から運転停止までの電気料金を前記
表示器に表示するようにしたことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
前記計測手段は、さらに空気調和機の運転開始から運転停止までの時間を計測し、前記停
止ボタンによって空気調和機の運転が停止された場合、前記電気料金に加え当該運転開始
から運転停止までの運転時間を前記表示器に表示するようにしたことを特徴とする請求項
１記載の空気調和機。
【請求項３】
前記表示器は、前記リモコンに設けられ、前記リモコンと前記空気調和機本体は、それぞ
れ双方向通信手段を備え、前記リモコンの停止ボタンによって空気調和機の運転が停止さ
れた場合、前記空気調和機本体から前記リモコンに前記計測手段で計測された消費電力又
は電気料金のデータが送信され、前記リモコンは、その運転開始から運転停止までの電気
料金を前記表示器に表示するようにしたことを特徴とする請求項１記載の空気調和機。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消費電力、電気料金等の情報を表示する空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来一般に家庭用空気調和機における運転内容の設定はリモコンから空気調和機本体へ
のワイヤレス送信で行われており、その送信内容は、運転モード、風量、風向、温度、タ
イマ、その他の特殊運転、付加機能などである。
【０００３】
　一方、空気調和機は、家庭内で使用される家電製品のなかで電力の消費が比較的大きく
、もし、使用者が消費電力を確認できると、こまめに運転内容を設定するなどして消費電
力の削減、省エネを行うことができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本出願人は、空気調和機本体で計測した消費電力、電気料金等をリモコンに表示する装
置を既に提案している（特願平１０－４８３１３号）。これにより、使用者は消費電力、
電気料金等を手元で見ることができる。しかしながら、この装置では、使用者が計測を開
始させてから現在までの消費電力又は電気料金値を表示するのみで、使用者が知りたい情
報を提供する機能が不足している。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、消費電力の削減、省エネに関する情報を表示できる空気調和
機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本発明は、消費電力又は電気料金を計測する計測手段を有す
る空気調和機本体と、空気調和機の運転を停止させる停止ボタンを有するリモコンと、表
示器とを備え、前記リモコンの停止ボタンによって前記空気調和機の運転が停止された場
合、前記空気調和機本体の前記計測手段で計測されたその運転開始から運転停止までの電
気料金を前記表示器に表示するようにしたものである。
　前記計測手段は、さらに空気調和機の運転開始から運転停止までの時間を計測し、前記
停止ボタンによって空気調和機の運転が停止された場合、前記電気料金に加え当該運転開
始から運転停止までの運転時間を前記表示器に表示するようにしてもよい。
　前記表示器は、前記リモコンに設けられ、前記リモコンと前記空気調和機本体は、それ
ぞれ双方向通信手段を備え、前記リモコンの停止ボタンによって空気調和機の運転が停止
された場合、前記空気調和機本体から前記リモコンに前記計測手段で計測された消費電力
又は電気料金のデータが送信され、前記リモコンは、その運転開始から運転停止までの電
気料金を前記表示器に表示するようにしてもよい。
 
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、使用者は、省エネに役立てる情報を知ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の一実施形態を添付図面に基づいて詳述する。
【０００９】
　図１に示されるように、本発明に係る空気調和機は、室内機（以下、空気調和機本体と
いう）１と室外機２とリモコン３とからなる。
【００１０】
　空気調和機本体１及びリモコン３には、それぞれ双方向通信手段である送受信部が内蔵
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され、互いにデータを送受信できるようになっている。４は、空気調和機本体１の送受信
部である。送受信されるデータは、従来からある運転内容を設定するデータのほかに、空
気調和機本体で計測・積算したデータ、計測・積算・通信等に関してリモコンから指令す
るデータ、空気調和機本体の運転状況を表すデータなどである。
【００１１】
　空気調和機本体１には、運転時間を計測する計時手段、室内機１及び室外機２に流れる
電流値を検知する電流値検知手段、予め設定された日数（以下、総積算期間という）内の
消費電力及び電気料金を計測し積算する計測手段等が設けられている。また、計測手段は
、運転開始から現在までの運転時間と電流値とを用いて運転開始からから現在までに消費
された消費電力を計算し、この消費電力を電気料金に換算する。また、計測手段は、総積
算期間内での消費電力及び電気料金を積算（累計）して総積算値を得る。なお、空気調和
機本体１では消費電力のみ計測し、双方向通信でリモコン３に消費電力のデータを送り、
電気料金への換算はリモコン３で行ってもよい。
【００１２】
　リモコン３には、縦横に所定の個数のドットを並べたドットマトリクス式の表示器５が
設けられ、数値、文字、記号などがドットを組み合わせて表示できるようになっている。
表示内容は、運転内容、運転状況、消費電力又は電気料金の現在値、総積算値、現在時刻
などである。また、リモコン３には、表示内容（設定項目）を選択するメニューキー６、
タイマ設定を行うタイマーキー７、予約を行う予約キー８、運転／停止を操作する運転／
停止ボタン９、操作中の取り消しを行う取り消しキー１０、運転モードを切り替える切替
えキー１１、消費電力、電気料金等に関する表示を要求するリクエストキー１２などが設
けられている。これらのキーは、キー操作手順に応じて電気料金単価等の数値入力にも利
用される。なお、表示器５は、図示のように複数の数値、文字、記号を並べて表示できる
ようにしてもよい。
【００１３】
　以下、図２のフローチャートを用いて本発明の空気調和機における計測・積算・表示に
関する動作を説明する。ただし、この例では電気料金は計測せず、消費電力のみ計測する
ようになっている。
【００１４】
　ステップＡ；空気調和機本体は、電源が投入されると、運転タイマ、消費電力、積算タ
イマ、総積算消費電力等の各レジスタをリセットして待ち状態に入る。運転タイマのレジ
スタは運転開始からの経過時間を、消費電力のレジスタは運転開始からの消費電力を、積
算タイマは総積算期間内の総運転時間を、総積算消費電力は総積算期間内の総積算消費電
力をそれぞれ格納するものである。
【００１５】
　ステップＢ；空気調和機本体は、リモコンより運転開始指令を受信すると、運転時間の
計測・積算と消費電力の計測・積算を開始する。
【００１６】
　ステップＣ；運転中にリモコンから消費電力の要求指令を受けると、リモコンに対し消
費電力等のデータを送信する。
【００１７】
　ステップＤ；空気調和機本体は、リモコンより運転停止指令を受信するまで、計測・積
算を継続する。運転停止指令を受信した場合は、リモコンに対し消費電力等のデータを送
信してから待ち状態に戻る。
【００１８】
　ステップＥ；空気調和機本体は、リモコンより運転開始指令を受信したとき、総積算期
間が終了しているかどうかを確認する。総積算期間が予め設定された所定値（例えば１カ
月間）に到達していれば、積算タイマ及び総積算消費電力のレジスタをリセットする。
【００１９】
　ステップＦ；空気調和機本体は、運転中に総積算期間の解消指令を受信すると、積算タ
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イマ及び総積算消費電力のレジスタをリセットする。
【００２０】
　ステップＧ；停止中にリモコンから消費電力の要求指令を受けると、リモコンに対し消
費電力等のデータを送信する。
【００２１】
　なお、総積算期間は、例えば、１ヶ月（３１日）を使用者が設定することができる。総
積算期間を１ヶ月とした場合、使用者が当月の最終総積算値を確認し忘れたときでも、一
度は確認できるように、空気調和機の運転が停止されている間は当月が終了しても総積算
値を消去しないでおき、その後、運転が開始された時点で総積算値を表示してから消去す
るとよい。
【００２２】
　図３の表示例を用いて電気料金の表示内容を説明する。ただし、この例では消費電力は
表示せず、電気料金のみ表示するようになっている。
【００２３】
　リモコン３の表示器５の表示内容は、運転モード及び操作により異なる。まず、自動運
転モードで運転中にリクエストキー１２が押されたものとする。図中、丸数字１のように
、自動運転中は、表示器５に文字「自動」が表示されているが、リクエストキー１２が押
されると、文字「自動」に代えて文字「受信中」が表示され、空気調和機本体からデータ
が得られると、文字「今回」が表示される。続いて、運転時間の数値及び記号、電気料金
の数値及び記号が順次表示される。さらに、文字「温度」、室内温度の数値及び記号、室
外温度の数値及び記号が順次表示される。室外温度の表示は、室内温度の表示に室外温度
の数値を付加したものである。続いて、自動運転の内容を示すために、文字「運転」が表
示され、もし、自動運転で冷房になっていれば文字「冷房」、設定温度を示す文字及び数
値が順次表示される。このようにして空気調和機本体とリモコンとの双方向通信で得られ
た一連のデータが表示され終わると、文字「自動」の表示に戻る。
【００２４】
　次の例は、冷房運転モードで運転中にリクエストキー１２が押されたものとする。図中
、丸数字２のように、冷房運転中は、表示器５に文字「冷房」が表示されているが、リク
エストキーが押されると、文字「冷房」に代えて文字「受信中」が表示され、続いて、自
動運転モードのときと同様に文字「今回」から室外温度までが順次表示される。自動運転
ではないので、自動運転内容の表示はなく、文字「冷房」の表示に戻る。
【００２５】
　次の例は、空気調和機の停止中にリクエストキーが押されたものとする。図中、丸数字
３のように、停止中は、表示器５に停止中の意味で現在時刻が表示されているが、リクエ
ストキーが押されると、前回の運転における電気料金を知らせるために、文字「前回」、
運転時間の数値及び記号、電気料金の数値及び記号が順次表示される。そして、文字「積
算」、総積算期間内の経過時間及び記号、総積算電気料金の数値及び記号が順次表示され
、現在時刻の表示に戻る。
【００２６】
　次の例は、運転中に運転／停止ボタン９で運転を停止させたものとする。この場合は、
リクエストキー１２が押されなくとも双方向通信によりデータを送受信する。図中、丸数
字４のように、表示器５は文字「自動」等の運転中の表示から、文字「停止」に変わり、
続いて運転開始から運転停止までの運転時間の数値及び記号、電気料金の数値及び記号が
順次表示される。その後、停止中の意味である現在時刻の表示に移行する。
【００２７】
　図３の例では、使用者に提供する情報を少なくするために運転中と停止中とで表示内容
を異ならせているが、運転中も停止中も同じ表示内容に揃えてもよい。また、運転時間を
省略して電気料金だけ表示してもよい。また、使用者が必要な情報のみを選択して表示内
容を指定できるようにしてもよい。
【００２８】
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　次に、電気料金計算のための単価の変更方法を図４により説明する。
【００２９】
　メニューキー６を１回押す度に、表示器５では様々の設定画面が交替する。何回かのメ
ニューキー操作により文字「単価」が表示されたら単価の設定画面である。このとき、タ
イマーキー７を押すことにより数値を変更することができる。タイマーキー７を１回押す
度に、それまでの単価の数値が上又は下に１円刻みで変化する。予約キー８を押すと単価
が確定する。変更しないときは取り消しキー１０を押すと元に戻る。このように使用者が
単価を設定できるので、電気料金の価格体系が異なる場合にも対応することができる。
【００３０】
　次に、電気料金の表示を選択する方法を図５により説明する。
【００３１】
　何回かのメニューキー操作により表示器５に文字「積算」が表示されたら、タイマーキ
ー７を押すことにより、総積算値を表示するか否かを選択することができる。この場合、
タイマーキー７を１回押す度に、文字「あり」、文字「なし」が交番に表示される。予約
キー８を押すと表示の選択が確定する。変更しないときは取り消しキー１０を押すと元に
戻る。このように使用者が表示項目を選択して、各表示項目について表示の有無を選択で
きるので、使用者が不要と見なした項目については表示を省くことができる。
【００３２】
　次に、電気料金の表示内容の別の形態を図６により説明する。
【００３３】
　ここでは、電気料金の代わりに現在の消費電力（瞬時値）又は電流値を表示する。例え
ば、冷房運転モードで運転中にリクエストキー１２が押されると、表示器５には文字「冷
房」に代えて文字「受信中」が表示され、空気調和機本体１からデータが得られると、文
字「現在」が表示される。そして、現在の消費電力の数値、現在までの電気料金の数値及
び記号が表示される。温度の表示は、図３の例と同じである。このように現在の消費電力
又は電流値を表示することにより、使用者は、今どのくらいのパワーで運転されていて、
このままで運転すると電気料金がどのくらいになるか見当をつけることができる。
【００３４】
　次に、電気料金の経緯の表示を図７により説明する。
【００３５】
　例えば、冷房運転モードで運転中にリクエストキー１２が押されると、表示器５には文
字「冷房」に代えて文字「受信中」が表示され、空気調和機本体１からデータが得られる
と、文字「現在」が表示される。現在の消費電力の数値に続いて、過去の消費電力の経緯
を示すように、横軸に時間、縦軸に消費電力をとったグラフが表示される。このように過
去の電気料金の経緯が表示されるので、使用者は、現在のパワー、今回の電気料金と共に
過去の電気料金の経緯を把握して総積算電気料金（使用者にとっては当月の電気代）を予
測することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施形態を示す空気調和機の構成図である。
【図２】消費電力の計測・積算・表示のための流れ図である。
【図３】表示器に表示される内容を示す図である。
【図４】単価変更の流れ図である。
【図５】表示選択の流れ図である。
【図６】表示器に表示される内容を示す図である。
【図７】表示器に表示される内容を示す図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　空気調和機本体
　２　室外機
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　３　リモコン
　５　表示器

【図１】 【図２】
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